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資料４



１

物産振興に係る都道府県の取組（直近３カ年）

※各都道府県へのアンケートにより作成（令和２年７月実施）

・販売支援はイベントや物産展等，集客を前提とした施策が多い
・情報発信支援は紙媒体，インターネットの両方の活用が主流

情報発信支援
（取組件数） （取組件数）

販売支援



２

新型コロナ感染症対策を踏まえた今後の販売支援策

・インターネットを活用した支援が主流となっている

（取組件数）

※各都道府県へのアンケートにより作成（令和２年７月実施）



３

愛媛県の取組

※愛媛県へのヒアリングにより作成（令和２年７月実施）

・愛媛県産品ブランドの認知拡大（BtoBメイン）を目的として，２０１９年１０月に「愛媛百貨選」を開設
・ページコンテンツは県産品に関する記事，動画，データベースの他，ECサイトを紹介
・サイト訪問者を県産品データベースサイトや事業者HPに繋げるランディングページとして活用
・動画広告配信からページへの誘導を図っている
・約半年間でECサイト「愛媛百貨店」は４億円の売上，昨年度を超える商品問い合わせ数に繋がっている

食材
データベース
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４

宮城県におけるインターネット販売支援事業

・新型コロナ感染症対策として，自粛期間中も好調であった販路に注目
・「EC・通信販売の販路の確保」と「販売促進」を目的として，１０月中に販売開始
・本事業で得られたデジタルデータ等は，次年度の事業展開に活かしていく

① モール型ECサイト内における
アンテナショップ型店舗の開設

② モール型ECサイトにおける
県産品特集ページの開設

③ テレビショッピング等における
県産品のPR・販売

④ ②・③の割引販売


